
群馬工業高等専門学校　2010 年度シラバス　8707520075KK/20101207

( 科目コード：8707520075KK)

【改訂】第 3 版（2010-03-23）
【科目】物質工学演習 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

赤羽 良一
大和田 恭子

【授業目標・教育方針】
有機化学（広義の生物有機化学を含む）の英語研究論文を教材として、学術論文における英語の典型的表現の修得を
めざして演習を行う。特に、訳読ではなく、英作文を中心に演習を行い、書ける英語をめざす。
４年次までに学習した生物化学の専門分野の知識を定着させ、応用問題を解く力をつける。英語講演の教材を用いて
研究発表について学習する。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 22.5 時間である。
有機化学の英語研究論文を教材として、講読、英作文の講読を行う。有機化学の内容についても演習を行う。
生物化学分野について問題の演習と解説を行う。生化学分野の英語講演を教材として研究発表例を学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：マクマリー有機化学第６版（上・中・下）：マクマリー：東京化学同人：4-8079-0611-9
参考書：ヴォート生化学（上・下）第３版：ヴォート：東京化学同人：4-8079-0607-0
プリント

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
演習、解説、リスニング教材

【メッセージ】
わからないところは、すぐに質問をするなど理解するように努める。

【成績評価方法】
［前期］小テスト（40％）、レポート（50％）、毎回の演習（10％）

【本校の学習・教育目標】
◎ (D) 技術的課題を分析し，解決するためのシステムをデザインする基礎能力を身につける．

【授業計画】（授業名：物質工学演習 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 有機化学・基本の演習 実験の部の書き方
第 2 回 有機化学・基本の演習 本文の書き方
第 3 回 有機化学・基本の演習 序論と要旨の英語
第 4 回 有機化学・発展演習 有機化合物の原料合成に関する英語
第 5 回 有機化学・発展演習 有機化合物の反応に関する英語
第 6 回 有機化学・発展演習 有機反応機構に関する英語
第 7 回 有機化学・発展演習 学会発表の決まり文句、その他 レポート
第 8 回 生物化学 タンパク質に関する演習
第 9 回 生物化学 酵素反応に関する演習
第 10 回 生物化学 核酸に関する演習 レポート
第 11 回 生物化学 遺伝情報に関する演習
第 12 回 生物化学 代謝に関する演習
第 13 回 生物化学 情報伝達・制御に関する演習 レポート
第 14 回 研究発表演習 英語講演発表例の学習、英語講演発表内容のリスニン

グ
第 15 回 研究発表演習 英語研究発表および討論、その他 レポート
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